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たまねぎレポート【第４１６号】 

 
令和４年６月２７日  

  阪南青果株式会社 

社 内 報 

 ５月の天候は、気温は北日本で高かった一方、沖縄・奄美で低かった。降水

量は、西日本の日本海側でかなり少なかった一方、沖縄・奄美で多かった。日

照時間は、東日本の日本海側でかなり多かった一方、沖縄・奄美でかなり少な

かった。６月の梅雨入りは平年より遅く、梅雨明けは平年より早くなりそうだ。月

前半の北海道では、平年に比べ気温の低い日が多かった。 

 気象庁の７～９月の３か月予報では、平均気温は、北・東・西日本で平年より

高い確率５０％。今年も暑い夏が予想される。 

 ７月、北日本では、平年と同様に曇りや雨の日が多い。東・西日本では、月前

半は平年に比べ、曇りや雨の日が少ない。月後半は、平年と同様に晴れの日

が多い。 

 ８月、北日本では、天気は数日の周期で変わる。東日本の日本海側では平年

と同様に晴れの日が多い。東日本の太平洋側、西日本と沖縄・奄美では、平年
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に比べ晴れの日が少ない。 

 ９月、北・東日本と西日本の日本海側では、天気は数日の周期で変わる。西

日本の太平洋側と沖縄・奄美では平年と同様に晴れの日が多い。 

 

野菜の市場概況 

建値市場の５月の野菜の販売量は、２１２，６９８トン前年比９８％（前月比９

８％）、平均単価はｋｇ￥２６２前年比１１０％（前月比１０１％）。市場別には多少

のバラツキがあり、大阪本場と福岡市場は前年比増となっているものの、総じ

ては入荷減の単価高となっている。市場別の販売量と平均単価は、札幌市場

の販売量は前年比９４％、平均単価は㎏￥２８５前年比１２６％。東京市場の販

売量は前年比９８％、平均単価はKg￥２７３前年比１０９％。名古屋市場の販売

量は前年比９２％、平均単価は㎏￥２５９前年比１１１％。大阪本場の販売量は

前年比１０２％、平均単価は㎏￥２５９前年比１０９％。福岡市場の販売量は前

年比１０４％、平均単価は㎏￥１９２前年比１１０％となっている。 

建値市場の５月の玉葱の販売量は２２，１３５トンで前年比９７％、（前月比１

０１％）、平均単価はｋｇ￥２４１前年比２６２％（前月比９８％）。販売量が前年比

３％減で販売価格は前年比２．６倍になっている。数量減は３％に過ぎないが、

玉葱は高いとの社会ムードが影響したと思われる。市場別では、札幌市場の販

売量は２，３９４トン前年比１０１％、平均単価はｋｇ￥２２４前年比３１７％。東京

市場の販売量は９，９２２トン前年比１００％、平均単価はｋｇ￥２５７前年比２５

３％。名古屋市場の販売量は４，４７１トン前年比８０％、平均単価はｋｇ￥２２１

前年比２７６％。大阪本場の販売量は３，２８１トン前年比１１１％、平均単価はｋ

ｇ￥２４６前年比２５３％。福岡市場の販売量は２，０６７トン前年比１０５％、平均

単価はｋｇ￥２１６前年比２４５％となっている。 
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日本農業新聞社によると、主要７地区代表卸７社の５月の主要野菜１４品目

の販売量と単価は、販売量が９４，０９５トン前年比１％減、平年（過去５年平均

値比)９％減。平均単価はｋｇ￥１６９前年比１４％高、平年比２０％高となってい

る。販売量が前年比増の品目は、結球レタスが前年比８％増、キュウリが６％

増、ネギが５％増など５品目。販売量が前年比減の品目はホウレンソウが前年

比１４％減、タマネギが８％減、ニンジンが７％減、など８品目。前年比高となっ

た品目はタマネギがｋｇ￥２１５で前年比１６２％高、キャベツがｋｇ￥８８で４０％

高、ダイコンがｋｇ￥９９で３９％高など１１品目。前年比安の品目は、ジャガイモ

がｋｇ￥１４２で前年比４２％安、ブロッコリーがｋｇ￥３３０で５％安、ネギがｋｇ

￥３９０で１％安など３品目となっている。 

東京都中央卸売市場の５月の野菜の入荷量は、１１９，６４９トン前年比９

８％（前月比１０１％）。平均単価はｋｇ￥２７３前年比１０９％（前月比１００％）で

入荷は前年比減、前月比微増。価格は前年比高、前月比並みとなっている。主

要１５品目で入荷が前年比増の品目は、サトイモが前年比１２０％、レタスが１０

８％、バレイショが１０２％など４品目。入荷が前年比減の品目は、ホウレンソウ

が前年比８２％、ナマシイタケが８６％、トマトが９０％など１１品目。価格が前年

比高の品目は、タマネギがｋｇ￥２５７で前年比２５３％、ハクサイがｋｇ￥７４で１

５７％、キャベツがｋｇ￥９９で１５５％など１０品目。前年比安の品目は、バレイ

ショがｋｇ￥１６４で前年比５７％、サトイモがｋｇ￥３２３で６９％、ニンジンがｋｇ

￥１３５で９４％など４品目となっている。 
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東京都中央卸売市場の５月の入荷量と単価 

品   目 入荷量 前年比 前月比 単 価 前年比 前月比 

  ( t ) ( % ) ( % ) ( \/kg ) ( % ) ( % ) 

野 菜 総 数 119,649 97.6 100.8 273 108.8 100.4 

た ま ね ぎ 9,922 99.5 108.2 257 253.1 93.8   

キ ャ ベ ツ 17,841 98.4 92.2 99 154.5 93.4 

は く さ い 5,924 90.0 98.8 74 157.2 96.1 

だ い こ ん 7,630 96.6 80.9 116 142.3 120.8 

に ん じ ん 7,736 100.5 105.8 135 94.3 106.3 

ば れ い し ょ 8,920 101.9 130.1 164 57.1 64.3 

レ  タ  ス 6,604 108.1 96.1 167 100.7 94.9 

ト  マ  ト 8,222 90.4 120.8 316 111.5 85.4 

ね     ぎ 3,657 97.2 95.8 408 98.5 132.0 

か ぼ ち ゃ 1,875 92.3 105.9 257 108.1 105.8 

な が い も 930 93.0 101.4 930 92.8 106.5 

れ ん こ ん 172 44.1 56.2 1,023 177.8 111.4 

に ん に く 283 109.8 130.4 952 77.7 89.1 

 

玉葱の概況  

需要（市場）の動き 

東京市場 

東京都中央卸売市場の５月の玉葱の入荷量は９,９２２トン前年比１００％（前

月比１０８％）。主力は佐賀物で入荷量は５，１６５トン前年比１３１％、占有率は

５２％前年比１２ポイントアップ。兵庫物は１，２６３トン前年比１１１％、占有率は
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１３％前年比６ポイントアップ。北海物は１，１８８トン前年比３６％、占有率１２％

前年比１２ポイントダウン。千葉物は５００トン前年比１２５％、占有率５％前年

比１ポイントアップ。中國物は２９４トン前年比１９６％、占有率３％前年比１ポイ

ントアップ。栃木物は２２４トン前年比３６９％、占有率２％前年比１ポイントアッ

プ。総平均単価はｋｇ￥２５７前年比２５３％（前月比９４％）。産地別では、佐賀

物はｋｇ￥２６７前年比２５５％。兵庫物はｋｇ￥２８５前年比２５０％。北海物は 

ｋｇ￥２１０前年比２２２％。千葉物はｋｇ￥２４０前年比２６９％。中國物はｋｇ￥２

０７前年比２１９％。栃木物はｋｇ￥２５１前年比２４５％となっている。 

６月に入って、府県産地の入荷は予想外に順調で、需要は高値悩みと夏野

菜への切り替わりで伸び悩み、荷余り傾向で弱含みとなった。他方、産地は強

気で月後半の出荷減少が伝えられ、卸各社は売れ残り在庫を抱えながら、相

場維持に努めた。関東産地の栃木物の入荷が始まったが、佐賀・兵庫物に比

べると撰果・選別が甘く、イタミが混入されており、加工筋向けの安値販売とな

った。月後半には、入荷は減少傾向となったものの、需要は減退傾向でいずれ

の産地も上値が少なく下値が多い販売が続いている。月末からは、兵庫物と佐

賀物主力になる。佐賀物はＪＡ白石の除湿乾燥品の販売が主力となるが、需給

がタイトにならない限り、現在価格を上回る高値販売は困難である。 

６月２日～２０日の入荷販売量は６，０６６トン前年比９５％、平均単価はｋｇ

￥２１２前年比２０１％。兵庫物と香川物の入荷は前年を上回ったが、主力の佐

賀物は大幅減となった。産地別では、佐賀物の入荷は２，４８５トン前年比８７％、

平均単価はｋｇ￥２２４前年比２１２％。兵庫物は１，３２８トン前年比１１８％、平

均単価はｋｇ￥２２７前年比１９９％。香川物は４８４トンで前年比１５６％、平均

単価はｋｇ￥２２４前年比２０９％。栃木物は３７８トン前年比９７％、平均単価は

ｋｇ￥１８０前年比１８８％となっている。 
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名古屋市場 

名古屋市中央卸売市場の５月の玉葱販売量は４，４７１トン前年比８０％（前

月比８８％）で４月に続き前年比、前月比とも減となっている。主力は地場の愛

知物で、販売量は２，９１１トン前年比９１％、占有率は６５％前年比７ポイントア

ップ。北海物は９１３トン前年比５２％、占有率２０％前年比１２％ダウン。兵庫

物は３４０トン前年比７９％、占有率は８％前年比と同じ。ニュ－ジランド物は１６

３トン前年はなし。総平均単価はｋｇ￥２２１前年比２７６％（前月比１１２％）。産

地別の平均単価は、愛知物はｋｇ￥２５４前年比３２６％。北海物はｋｇ￥９７前

年比１３１％。兵庫物はｋｇ￥２６４前年比２４２％。ニュージランド物はｋｇ￥２３０

前年は販売なしとなっている。 

６月に入り、愛知物主力の販売となったが、買い方の意欲減退で荷動きは鈍

化した。他方、産地は愛知・兵庫ともに強気で、値下げ販売が適わず、売れ残り

在庫を抱えながら、価格維持の販売に努めたが、多少の投げ売りもやむを得な

い状態に追い込まれた。昨今の入荷は減少傾向だが、荷動きは鈍く、売れ残り

在庫は多い。愛知物は既に終了間近で、此の先は兵庫物主力の販売となる。

６月初めには、府県産地の在庫は少ないとの情報を受け、市況回復を期待して

いたが、現状は未だ回復の気配は見受けられない。現在、兵庫物の仕切り値

は￥４，２００だが、需要が頭打ちで売れ残りの在庫が多い。 

大阪本場 

大阪市中央卸売市場本場の５月の玉葱の販売量は、３，２８１トン前年比１１

１％（前月比１１６％）で前年比、前月比とも大幅増である。産地別の販売量は、

兵庫物が１，９５０トン前年比１１８％、占有率５９％で３ポイントアップ。佐賀物

は８８４トン前年比１２６％、占有率２７％で前年比３ポイントアップ。愛媛物は１

５０トン前年比２９７％、占有率５％前年比４％アップ。大阪物は１３３トン前年比
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１１９％、占有率４％で前年と同じ。総平均単価はｋｇ￥２４５前年比２６３％（前

月比８８％）。産地別の平均単価は、兵庫物はｋｇ￥２５１で前年比２４７％、佐

賀物はｋｇ￥２４８前年比２６２％。愛媛物はｋｇ￥２２４前年比３３６％。大阪物は

ｋｇ￥２４６前年比２７１％となっている。 

６月に入って、入荷は減少傾向となったが、需要も減退傾向で市場相場は軟

調に転じた。２Ｌはそれなりに動くが、Ｌ・Ｍの動きが鈍く、大型店に安値で売り

込みを考えたが、産地は強気で月後半には、田植えの農繁期を迎え、出荷が

減少すると伝えられ、売り込みが出来ず、売れ残りを在庫した。割安の愛媛物

には加工筋の受け皿があり、荷動きはまずまずで完売が続いている。昨今の

市場は、予想通り入荷減が続いているが、量販店の売れ行き不振で荷動きは

緩慢である。表面相場は、品薄を見越した卸の努力で保合を維持しているが、

実態は弱気配である。 

６月２日～２０日の入荷販売量は１，９５９トン前年比９４％、平均単価はｋｇ

￥２１０前年比１９８％。産地別では、兵庫物は１，２６６トン前年比９９％、平均

単価はｋｇ￥２１６前年比１９１％。佐賀物は４１５トン前年比８２％、平均単価は

ｋｇ￥２１１前年比２１８％。愛媛物は１５９トン前年比１６５％、平均単価はｋｇ

￥１７８前年比２４１％。となっている。 

福岡市場  

福岡市中央卸売市場の５月の玉葱販売量は、２，０６７トン前年比１０５％(前

月比９３％)で、前年比増、前月比減となっている。九州産地が主力となり、主力

は佐賀物となった。佐賀物が１，４０４トンで、前年比１０５％、占有率６８％前年

比５ポイントアップ。長崎物は２２３トン前年比２２９％、占有率１１％前年比６％

アップ。中國物は１７８トン前年比３０４％、占有率９％前年比６ポイントアップ。

北海物は７４トン前年比２４％、占有率５％前年比１８ポイントダウン。総平均単
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価はｋｇ￥２１６前年比２４５％（前月比８６％）で前年比高、前月比安となってい

る。産地別の平均単価は、佐賀物はｋｇ￥２３２前年比２６４％。長崎物はｋｇ

￥２３０前年比２７７％。中國物はｋｇ￥１５２前年比１６２％。北海物はｋｇ￥１０８

で前年比１２３％。となっている。 

６月に入り、佐賀物主力の販売となったが、相場は保合だが、弱気ムードが

台頭し売れ行きが今ひとつで、銘柄に依る価格差が開いた。先行きの品薄を見

越して、極力投げ売りを避け、中値以上の販売に努めた。産地は強気ムードの

ため、前売りを値下げすると、相場の回復が難しくなるので、売れ残りは在庫と

して抱えながら販売をして来た。福岡物はＬ中心の球流れで学校給食向けに販

売している。此処に来て、佐賀物は産地在庫が少なく、入荷は減少傾向だが、

前捌きが鈍く売れ残り在庫が増加傾向だが、それほど心配はしていない。ＪＡ

の除湿乾燥物の入荷が始まり、販売指示価格は２０ｋｇ￥４，２００となっている

が、荷動きは頭打ちで売れ残りが増えている。 

６月２日～２０日の玉葱販売量は１，２２２トン前年比８７％、平均単価はｋｇ

￥１９１前年比１９５％。入荷は前年比減、単価は前年比２倍で高値水準を維持

している。 

 

６月２５日（土）の建値市場の玉葱市況は次の通り 

【札幌市場】  入荷６２トン   強い 

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥5,500～4,500、  Ｌ￥5,500～4,500、  Ｍ￥5,000～4,200。 

栃  木 20kgＮＴ２Ｌ￥4,000～3,600、  Ｌ￥4,500～4,000、  Ｍ￥4,400～4,000。 

兵  庫 20kgＤＢ Ｌ￥4,200～4,000、  Ｍ￥4,200～4,000。 

【太田市場】 入荷２１２トン   保合 

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥4,500～4,000、 Ｌ￥4,500～4,000、 Ｍ￥4,500～4,000。 
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兵  庫 20kgＤＢ２Ｌ￥4,500～4,200、 Ｌ￥4,500～4,200、 Ｍ￥4,500～4,200。 

栃  木 20kgＮＴ２Ｌ￥3,200～3,000、 Ｌ￥3,500～3,300、  Ｍ￥3,500～3,300。  

【名古屋北部市場】 入荷１０９トン   弱い 

愛  知 20kgＤＢ２Ｌ￥4,000～3,500、 Ｌ￥4,000～3,800、  Ｍ￥4,000～3,500。 

兵  庫 20kgＤＢ２Ｌ￥4,200～4,000、 Ｌ￥4,200～4,000、  Ｍ￥4,200～3,800。 

【大阪本場】 入荷１０１トン   弱い 

兵  庫 20kgＤＢ２Ｌ￥4,000～3,800、 Ｌ￥4,200～3,900、  Ｍ￥4,000～3,700。 

兵  庫 10kgＤＢ２Ｌ￥2,000～1,800、 Ｌ￥2,100～1,800、  Ｍ￥2,000～1,700。 

愛  媛 10kgＤＢ２Ｌ￥1,600～1,500、 Ｌ￥1,700～1,600、  Ｍ￥1,600～1,500。 

【福岡市場】 入荷１０９トン   保合 

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥4,200～4,000、 Ｌ￥4,200～4,000、  Ｍ￥4,200～4,000。 

佐  賀 10kgＤＢ２Ｌ￥2,100～1,800、 Ｌ￥2,100～1,800、  Ｍ￥2,000～1,700。 

福  岡 10kgＤＢ２Ｌ￥2,000～1,800、  Ｌ￥2,000～1,800、  Ｍ￥1,800～1,700。 

 

供給(産地)の動き 

６～８月が出荷期となる府県産の中晩生は、いずれの産地も平年作が精々

で、作付減もあり、生産量は前年を大きく下回った。市場相場は５月の高値市

況から値下り傾向となったものの、前年の２倍以上の価格水準を維持したこと

で、早期出荷は得策とのムードから、出荷は前進化した。従って、６月末の産地

在庫は、産地別にはかなりのバラツキはあるものの、全国的には前年比７０％

前後と予想されている。秋作の北海産は、定植は順調に進んだが、６月の低温

と日照不足で、生育遅れの地域があり、回復が心配されている。亦。道東では

６月１８～１９日の雹害で、作付面積の８分の１にあたる５６０ｈａが被害を蒙った。

産地では、被害状況の調査を進めている。 
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府県産地 

佐賀産地では、中晩生の収穫は終了したが、高値市況が続いたことで、出荷

は前進化している。通常、７～８月出荷用として、生産者のポリコン詰めのハウ

ス貯蔵の短期貯蔵や、吊り小屋利用の吊り玉も少ない。更に、青切と吊り玉の

端境期の出荷用となる除湿乾燥も、ＪＡを始め商系も減少している。主力のＪＡ

白石の除湿乾燥貯蔵は１７万ケース程度で前年比３割減と言われている。販売

は例年より一足早く２７日販売からと聞いている。産地は、一段高の相場を期待

しているものの、盛夏を迎え需要は減退傾向にある。 

７～８月出荷の中心産地である淡路島の中晩生は、主力品種のターザンを

始め、晩生種のカガヤキ、モミジ３号等の反収は平年作を上回り、豊作傾向と

報告されている。地域格差はあるものの、早や植えは減収、遅植えは増収とな

り、遅植えの収穫も空梅雨で作業は順調に進んだ。調査機関の直近の調査で

は、中晩生の７２％を占めるターザン種では、病害の発生率は、０.3％（前年は

１.3％、過去１０年平均は０.9％）。健全球は９９.1％（前年は９７.1％、過去１０年

平均は８７.2％）。平均反収は７．２２８ｋｇ（前年は８，６４９ｋｇ、過去１０年平均は

６，９５６ｋｇ）。となっている。６月末の産地在庫は前年比８０％前後と見ている。

「淡路島たまねぎ」は、地域ブランドであるため、周年販売を希望する需要家も

多く、秋冬期の販売となる冷蔵物の入庫が問題となっている。冷蔵入庫の多寡

が７，８月の即売出荷に影響する。 

北海道産地 

広大な北海道では、６月の天候は地域により差があり、玉葱の生育にも地域

差が出ている。未だ、作況を判断するのは、時期尚早だが、道庁の調査では主

力産地の生育状況は、空知地区は、月前半の天候は、平均気温は１３.6℃で平

年比-１.3℃、日照時間は１１５時間で平年比１２３％、降水量は１５,５㎜で平年
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比５５％。玉葱の草丈は４４.5ｃｍで平年比-２.4ｃｍ、葉数は６.8枚で平年比-０.4

枚、葉鞘径は１１.3㎜で平年比-０.3㎜。総じては平年並み。富良野地区の月前

半の天候は、平均気温は１１.5℃で平年比-３.9℃、日照時間は３１.5 時間で平

年比９６.9%、降水量は４６ｍｍ平年比４００％。草丈は４６.6ｃｍ平年比１１５％、

葉数は６.7 枚で平年比１０８％、葉鞘径は１２.7ｃｍ平年比１１５％。総じては平

年比３日前進。オホーツク地区の月前半の天候は、曇りで雨の降った日が多か

った。平均気温は平年より低かった。日照時間は平年より少なかった。降水量

は地域差はあるものの平年並みか平年より多かった。玉葱の草丈は４０.2ｃｍ

で平年比９４％、葉数は６.0 枚で平年比１００％、葉鞘径は１１.6 ㎜で平年比１０

０％。総じては平年並みとなっている。１８日と１９日には、訓子府町等で雹害が

発生し、５６０ｈａが被害を蒙ったが、多くの圃場では芯葉が生きているので、回

復の早まることを期待している。 

輸入動向 

 ５月の輸入は速報値で，２４，３９５トン前年比１５５％。今年は、国際的にマー

ケット価格が値上がりし、今までにないコスト高となったが、輸入量は日本の市

況高を反映して予想をやや上回る数量となった。国別では、主力の中国が１９，

５５６トン前年比１３５％。ニュージランドが３，５９４トン前年比３４８％。オースト

ラリアが６１２トン前年比３２７％。韓国が３３２トン、前年はなし。オランダが２７４

トン前年はなし。となっている。 

中國、産地は雲南省から山東省に移行しているが、今シーズンは減反・減収

で、此の先大量の輸入は覚束ない。現在の日本向け価格は、２０ｋｇ・Ｃ＆Ｆ、ム

キ玉＄１２.00。皮付き＄１０.00の水準になっている。 

ニュージランド、既報の通り、主産地プケコへが不作。今も船腹確保が困難

で、特にリーファコンテナーが深刻。現在の価格は、６５～７５㎜サイズ・２０ｋｇ・
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Ｃ＆Ｆ・￥２，１００（ドライコンテナー）、リーファーは￥１００高となっている。 

 

７月の市況見通し 

７月は、盛夏を迎え玉葱の需要は減退期となる。今年の府県産の在庫は、減

反・収量減に加え、春先からの異常高値を反映して出荷は前進化し、現在在庫

は前年の７０％程度となっている。主力産地の淡路島では、此の先冷蔵入庫期

を迎え、出荷は即売と冷蔵入庫に二分され、冷蔵入庫の多寡が市況に影響す

る。中晩生の産地のなかには、北海産の雹害情報で、夏高を期待する向きもあ

り、７月の出回り量はかなりの減少が予想される。他方、需要は春からの高値

続きで高値疲れが見受けられることや、盛夏を迎え煮炊き需要は減少する。他

方、産地では北海産の作柄の様子見的出荷となり、需給は均衡から品薄傾向

になる可能性が強い。市況は、６月の弱保合から強保合に転じる。と予想して

いる。北海産の作柄が推測できる月末には、市況は山場を迎える。（笹野敏和記） 


